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CSR活動としての企業の環境教育(平成18年度千代田
学 報告書)
























































































































































































A （企業） 12 
B （教育） 。
c （行政） 。
D （民間） 5 
E （個人） 1 



















A （企業） 製造業 4、環境事業 2、ガス 1、総合設備工事 1、建設土木 1
D （民間） 都市計画 1、マンション管理組合支援事業 1、環境 NGOl 、まちづくり NGOl
E （個人） 市議会活動 1
F （学生） 政策科学研究科 1
間2. 千代田プロジェクトの総括
表 3・3 （人）
1 （わかりやすかった） 7 
2 （普通） 9 


























































































1 （わかりや｜図 1( わかりやす
すかった） ！ かった）
21% 1・2（普通）






1 （わかりやすかった） 8 













朱I~：j '- (fJ~~t;;) ｜・合計
表 3・8 （人）
①企業と学校の連携で行う環境教育 9 








































表 3・10 （人） 図 3-7


































































































































表 3・18 （人） 図 3・12




















































































































































N P  O 法人企業教育研究会（ACE)
•• 
ダτ、





















員、千葉県青少年健全脊民主計画策定委員会委員長、千葉県N P O 活動推
進委員会多織な主体との連機専門委員会豊島員、 N p O 法人企業敏育研究
会（ACE ）理事長、教育貢献活動推進儲自民会（ C E 協‘会）理事長、N
PO法人全国厳重ディベート連盟•11局長、日本メディアリテラシー教

















例 品 購 る
『育事国信く
食践『つ
量 曹 る 実 』 ・響くの留















































































































ー INPO 浪 人 企 鱒 開 始 ｜
CS R：論、；一
三割扇蹴鋭［餓］｜ ｜ 繍 中 等 制 輔 ［ 報］





























期間：；質問7年4 月28 日～7 月14 日 ｛計7 匝）
（毎回金曜日の午後：鈎2 時間｝
対象：千代田区立九段中等教育学校 1年生












コー ディネー ト、ブログラム作成r ＿！！竺！！＿＿＿ '-. I 




































， ム J 環境問題の基砲を学ぶ．
也 監益見各国遇轟凶轟，... ・－‘....句 ・三護地所から『千代悶区の
噛 f ・で車掌道当畠量生 3 0 惜の制こやさしい
寛一~ －V司圃~ヨ圃~まち』を提案依績．
よ 三霊地所検式会祉















































































cs R 活動はC s R 担当館暑のみが行うものではな〈、
会祉として行うものであるという章旗付けにもわずか
ながら貢蔵した．
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1 ・2柵 ！これ からの榔一知'J .側担峨問題山叩ょう
3 ・4欄 ｜平価の輔隅tll 闘 を 晴 山 と 山 、 る 人 々 の 加 知 ろ う
5 ・6欄 ｜刊臨・ 錦 棚へ嶋崎みを見学しよう
7. 8柵 ｜まちづ〈哩ゲ－ムをはよ
9. l 0欄 Ir輔に臨した干代皿のまちづ〈唖』を期するた削蝉を考えよう
1 1 ・1 2欄｜慢を融するため仁欄をつ〈ろう・有価で｝摘しても、る団体の見学



















































































－ 品 川 一 一 一 一 一 一 …

























• r衣Jf 食Jf 住J「エネルギー 』『エコ文具J「ぴんjの各分科会による
環犠学習プログラムの実施 I 
｜ピン西宮お酒とどンの物語
｜衣f服の一生J ｜ ｜住『住まいに生命をJ ｜ 〈山内
震.. 区z・ii•式会位
〈〆ンパー 〉 〈〆ンパー 〉 8怠山将鶴子縁安舎怜
タンゼ鎌ま:1111 練式会m ・軸・・ －樹bl 「萄＊
検式会肝クマ 制帽．調建，m究F野 線変金管山村健，.，
・人像醐何 回制ピンタ帽劃2 ． 融情冒酬滞
日興剣喧像l:t 松 布，a晶エ－環濠健 〈翼u >--
〈震梅観〉 〈鑓崎駿〉 軍宮市立山0•)'11噌....＿・































































































































































































重責電力t/. 有する盗盟国与京m ，た鎗fi-:1 ロヴラ1,. の碩曹唄，p
帽－電力＂・平副 1... ., ..酎＂，冒＠時帽を 9., ..”に f慣•· X.:lA-'f-J ’Eテーマとした積帽を”蝿し．
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ヰフトワーク也・会『学校教育支混紡会Jと”東京電力との研究会の俊宜伸即時7月～）
01 モ. 2週間に1園田ベー:;1.1' 晴究曹司”・





(3 圃・・解決のた骨申方；曇嶋田慣肘司 f輯胃’喧』唱UI まえた、積胃ヲロヲラ＆蝿償措おり方
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（世田谷区立量回答ゆ）
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Hosei University Repository
資料12 東京都教育庁梶野光信
ネットワーク協議会を設置したことの効果
(1) 企象．にとってのメリット
－学校や敏育費E員会へのハードルが低〈なった．
・.宵支.コーディネーターのアドバイスを受けることで、満足度の高い
教育プログラムづ〈りができた。
（悔槍会が関与することにより）教育プログラムの質的担保がなされた。
(2 ）掌校側にとってのメリット
－型，.生徒に外留資源を活用した魅カ的な教育プログラムを提供できた。
’ホンモノ a に出会うことで、児童の学習の動鎗付けが高まった。
・.育支掻コーディネーター（やta•会）が罰盤役を務めて〈れたことで
打合せ時間の経＝ーなど、敏員側の負担を.らすことができた．
(3 ）私たちにとってのメリット
・外傷資源とのコラポレーションにより．実に多穏な敏禽プログラムが
展開できることを（行愈肉舗に）示すことができた。
埠 『聖士会敏宵も鎗鎗役に立つでは4よいか』という声も聞こえるように
なってきた
資明日置烹lftl'f ・＇＇＂・
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